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· こども家庭庁 幼児期までのこどもの育ち部会（第16回）に伊藤副会長が出席（保育三団体協議会）
令和8年10月23日、こども家庭庁こども家庭審議会「幼児期までのこどもの育ち部会（第16回）」において「保育所保育指針等に関する関係団体ヒアリング」が行われ、全保協から伊藤副会長が出席しました。
今回の関係団体ヒアリングは、こども家庭庁「幼児期までのこどもの育ち部会」のもとに設置された「保育専門委員会」と、文部科学省の「幼児教育WG」において、合同開催も行いながらまとめられた三要領・指針の改定に向けた「取りまとめ（案）」が公表されたことから、三要領・指針の改定に向けて関係団体からのヒアリングを行うものです。
当日は、本会のほか、全国私立保育連盟、日本保育協会、全国認定こども園連絡協議会、全国認定こども園協会、認定こども園連盟が出席し、意見を発表しました。
本会、全国私立保育連盟、日本保育協会は保育三団体として、全国保育士会も加えた四者の名前で提出した意見書をもとに、本会伊藤副会長が代表して下記の7つの柱について発言した後、全国私立保育連盟 曽木常務理事、日本保育協会 高木理事長特佐から補足発言を行いました。
	「幼児教育WG・保育専門委員会 取りまとめ（案）」に関する意見発表
１．三要領・指針を「こどもまんなか」の理念に基づいて、一本化するよう、強く要望します
２．すべての子どもの育ちの基礎に養護があることを明確にしてください
３．真に「幼児教育を支える」ために、教育委員会と福祉部局との連携・協働を図ってください
４．保護者や地域との連携・協働の充実を図ってください
５．指針等のねらいを達成するために、環境の整備を図ってください
６．解説書の作成にあたっては、保育現場の声を聞いてください
７．保育現場に周知するための研修等を実施してください


[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション

自動的に生成された説明]提出した意見書にもとづき意見発表を行う伊藤副会長

すべての団体から意見発表が行われたのち、「幼児期までのこどもの育ち部会」の委員との質疑応答が行われ、「意見書にある以外の、三要領・指針を一本化してほしいと考える理由は何か」という問いに対し、伊藤副会長からは「近年小学校との連携が進んでいるものの、やはり細かい部分で用語やその用語が示す内容に違いがあって、そこで立ち止まってしまうことがある。同じ内容の同じ用語で共通の話ができるというのも大きな進歩になると考える」と発言しています。また、「これまで各施設でそれぞれの良さを活かした支援を行ってきたと思う。一本化してもそれぞれの良さを残していくことになるともうが、どこまでの一本化を期待するのか」という問いに対し、「基本的にはすべて一本化してほしい。そのなかで、文言も含めて今までの内容と変わる部分も出てくるとは思うが、団体としてもしっかり周知していきたい」と発言しています。
また、各団体の意見発表を受け、委員からは「愛着形成は、乳幼児だけではなく、すべての人の人生にかかわるものであり、そうした記述も含めてほしい」「これからのわが国を考えると幼児教育が大きな柱になる」といった発言が行われました。
今後、「幼児期までのこどもの育ち部会」や「こども家庭審議会」等での議論が進められ、三要領・指針は改定されたものが令和8年度末（令和9年3月）に告示される予定です。
意見書の詳細および会議のアーカイブ動画はこども家庭庁ホームページにて、公開されていますのでご覧ください。
https://www.cfa.go.jp/councils/shingikai/kodomo_sodachi/c6c83367 　　　　[image: QR コード

自動的に生成された説明]
こども家庭庁ホーム＞会議等＞こども家庭審議会＞幼児期までのこどもの育ち部会＞幼児期までのこどもの育ち部会（第16回）
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